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２０１４年度　物理教育研鑚会（開催案内）
　会員の皆様におかれましては、益々ご清祥のことと拝察いたします。また、日頃は本学会近畿支部の諸事業に積極的にご支援をいただき、感謝申し上げます。
　さて、当支部では、本年度の物理教育研鑚会を下記要領にて開催いたします。皆様には、諸事ご多用のことと存じますが、本研鑚会へ積極的にご参加いただきますよう、お願い申し上げます。
記
１．題　　目「極限の物理の最先端をみる―極小な世界・超高エネルギーの世界を見る・操る―」
　　（内容概略）
極限状態の研究は物理学の重要なテーマの一つです。大阪大学吹田キャンパスでは、このような研究に関連グループとして、最近発展のめざましいナノ・スケールの研究を行う工学研究科、更に極微のフェムト・スケールの研究を大型加速器を用いて行う核物理研究センター、超高エネルギー密度の研究を大強度レーザーを用いて行うレーザーエネルギー学研究センターなどがあります。これらの施設にて見学、質疑等をとおして学びます。これにより、物理教育の立場からも、生徒や社会に正しい知見と関心を与えられるよう、研鑽を行います。
なお、当日は大阪大学（工学研究科、基礎工学研究科、理学研究科）が開催する「Saturday Afternoon Physics 2014」に参加する高校生とともに施設を回り、その様子もご覧いただけます。
　
２．日　　時　　２０１４年１１月８日（土）　１５：００～１８：００
台風などで暴風警報が出た場合にはSaturday Afternoon Physics 2014 の見学会自体が中止になります。その場合には物理教育研鑽会も中止となります。中止になるかどうかはSaturday Afternoon Physics 2014の下記webページにアナウンスが出る予定です。
http://www-yukawa.phys.sci.osaka-u.ac.jp/SAP/
　　　　　　　
３．場　　所　　大阪大学吹田キャンパス、工学研究科・核物理研究センター・レーザーエネルギー学研究センター
アクセス：大阪モノレール「阪大病院前」駅にて下車（推奨）、あるいは、千里中央より阪急バス「阪大本部前行」あるいは「茨木美穂ヶ丘行」に乗車し「阪大医学部病院前」停留所下車。他のアクセス方法を含む詳しい情報は下記webページ参照
http://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/
キャンパス内地図：下記のwebページ参照。当日はキャンパス内の３か所を徒歩にて移動しますので、歩き易い靴・服装でお越し下さい。
http://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/suita/suita.html
参考：Saturday Afternoon Physics 2014 の吹田キャンパス施設見学概要と見学会開始地点（U3-211、研鑽会の集合場所ではありませんのでご注意下さい）は下記のwebページ参照
http://www-yukawa.phys.sci.osaka-u.ac.jp/SAP/?SAP%2FProgram%2F41
http://www-yukawa.phys.sci.osaka-u.ac.jp/SAP/?SAP%2FMapSuita
４．集合場所　　大阪モノレール「阪大病院前」駅改札出口に集合していただきます。集合は必ず１４：３０までにお願いします。その後見学会の開始地点まで移動します。
阪急バス「阪大医学部病院前」停留所で降車された場合は、大阪モノレールの改札出口に移動して下さい。
５．研鑽会へ参加をされる方は、以下の項目の申込書を下記連絡先にお送り下さい。
· ご所属：
· ご氏名（代表者）：
· 連絡用e-mailアドレス（任意＊）：
· 参加予定人数：
＊ e-mail をご連絡いただいた方には当日の担当者への緊急連絡先、悪天候等で中止になる場合などの情報をお送りします。
【連絡先】阪口篤志　e-mail: sakaguch@phys.sci.osaka-u.ac.jp
Fax: 06-6850-5530
〒560-0043　大阪府豊中市待兼山町１－１
大阪大学理学研究科物理学専攻
